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の
誕
生
時
の
費
用
や
教
育
費
が
ゼ

ロ
な
ら
年
間
数
百
万
円
以
上
の
節

約
。
失
業
後
、
次
の
就
職
ま
で
の

手
当
と
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
、
病
気
・
怪
我
で
入
院
し
て

も
窓
口
で
の
負
担
が
か
か
ら
な

い
。
こ
う
な
れ
ば
、
安
心
し
て
生

活
で
き
、
莫
大
な
国
民
の
支
出
カ

ッ
ト
と
な
る
▼
支
出
が
減
る
こ
と

で
可
処
分
所
得
が
増
え
る
。
国
は

給
料
ア
ッ
プ
を
訴
え
て
い
る
が
、

給
料
は
国
が
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
雇
い
主
・
企
業
の
胸
先
三

寸
。〝
社
会
保
障
〞
は
国
が
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
速
攻
実
行
で
き

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ン
マ
ー

ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
社
会
保

障
が
手
厚
い
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
順
調

に
拡
大
し
、
幸
福
度
は
世
界
の
上

位
を
占
め
る
。
方
や
そ
の
真
逆
の

政
策
を
行
っ
た
ア
ジ
ア
東
方
の
島

国
の
国
民
は
悲
惨
と
言
え
る
▼
先

月
〝
高
額
療
養
費
負
担
上
限
額
引

き
上
げ
〞
が
凍
結
さ
れ
た
。
こ
の

引
き
上
げ
で
削
減
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
今
年
度
予
算
は
１
０
０
〜
２

０
０
億
円
。
島
根
県
の
丸
山
知
事

は
「
国
家
的
殺
人
未
遂
」
と
揶
揄

し
た
。
某
党
の
打
ち
出
し
た
医
療

費
４
兆
円
削
減
は
も
は
や
「
国
に

よ
る
大
量
殺
人
」
と
表
現
す
る
の

か
▼
兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
社
会

保
障
費
増
の
運
動
を
続
け
て
き

た
。
窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
会
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
連

絡
会
、
国
保
料
・
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
等
々
。
こ
れ
ら
は
国
・

政
権
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
全
て
可

能
な
政
策
で
あ
る
。
社
会
保
障
の

大
切
さ
を
理
解
し
た
政
治
家
を
育

て
国
会
に
送
り
込
も
う
。
直
近
は

次
の
参
議
院
選
挙
だ
。【
社
会
保

障
は
見
え
な
い
国
民
全
員
の
収
入

ア
ッ
プ
】
を
共
有
し
よ
う
（
蓮
）

　

社
会
保
障
は
国
民

生
活
を
多
方
面
に
カ

バ
ー
す
る
。
そ
の
す

そ
野
は
広
く
大
き

い
。
例
え
ば
子
ど
も
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会員意見実態調査結果②
「診療報酬改定〈全体・医科〉」 ３面

６面研
面

究 診内研より「発達障害は
Common Disease?」

税経部より「無床診療所18万円の支援金
 詳細は４月以降」 ４面

３面に広告３面に広告

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
医
療
支
援
を

第37回地域医療を考える懇談会 in 但馬を開催

但馬の
医療　 病診連携強化と病診連携強化と

医
療
費
総
枠
拡
大
を

医
療
費
総
枠
拡
大
を

　

協
会
地
域
医
療
部
と
但
馬
支
部
は
３
月
23
日
、
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
第
37
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談

会
「
但
馬
地
域
に
お
け
る
医
療
供
給
体
制
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
〜
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
病
診
連
携
の

あ
り
方
を
考
え
る
〜
」
を
開
催
。
地
域
の
病
院
、
診

療
所
な
ど
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
、
市

民
ら
45
人
が
参
加
し
た
。
報
告
者
か
ら
は
、
但
馬
の

医
療
供
給
体
制
の
現
状
や
、
背
景
に
あ
る
医
療
政
策

の
問
題
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
医
療
費
拡
大
を
求
め

る
取
り
組
み
の
継
続
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
谷
垣
正
人
先
生

（
豊
岡
市
・
谷
垣
医
院
、
但
馬
支

部
長
）
が
「
豊
岡
市
の
高
齢
者
入

院
事
情
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
黒
瀬
博
計
先
生
（
朝
来
市
・

そ
よ
か
ぜ
診
療
所
、
但
馬
支
部
幹

事
）
が
「
但
馬
地
域
の
在
宅
医
療

の
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
、
那
須
通

寛
先
生
（
公
立
豊
岡
病
院
副
院

長
）
が
「
地
域
包
括
医
療
に
お
け

る
豊
岡
病
院
の
現
状
」
を
テ
ー
マ

に
そ
れ
ぞ
れ
話
題
提
供
。

　

谷
垣
先
生
は
、
兵
庫
県
内
の
後

期
高
齢
者
の
市
町
別
入
院
率
調
査

結
果
を
示
し
な
が
ら
「
豊
岡
市
の

高
齢
者
の
入
院
受
診
率
は
、
県
平

均
や
近
隣
の
養
父
市
・
朝
来
市
と

比
べ
て
も
極
め
て
低
い
」
と
指

摘
。「
全
国
の
中
規
模
都
市
で
豊

岡
市
の
在
宅
看
取
り
率
は
25
・
６

％
と
最
も
高
く
、『
市
の
在
宅
医

療
が
進
ん
で
い
る
か
ら
』
と
の
報

道
も
あ
っ
た
が
、『
在
宅
死
』
が

多
い
の
は
実
際
は
高
齢
者
が
タ
ー

ミ
ナ
ル
期
で
も
入
院
し
づ
ら
い
か

ら
で
は
」
と
問
題
提
起
し
た
。

　

黒
瀬
先
生
は
自
身
の
法
人
傘
下

で
医
師
３
人
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
で

連
携
し
在
宅
医
療
を
担
っ
て
い
る

現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
特
に

地
方
に
お
い
て
在
宅
医
療
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
は
病
診
連
携
の
強

化
と
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

肝
要
。〝
地
域
全
体
で
在
宅
医
療

を
育
む
〞
取
り
組
み
が
必
須
」
と

強
調
。「
在
宅
医
療
を
広
げ
る
こ

と
で
病
床
確
保
に
も
つ
な
が
る
」

と
し
た
。

　

那
須
先
生
は
地
域
医
療
構
想
の

推
移
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
医
療

費
削
減
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
但

馬
地
域
の
医
療
機
関
は
こ
の
ま
ま

で
は
お
互
い
が
ジ
リ
貧
に
な
る
。

当
院
で
も
急
性
期
以
外
の
高
齢
者

の
入
院
増
に
よ
り
平
均
在
院
日
数

の
確
保
が
困
難
で
、
急
性
期
を
名

乗
る
の
も
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
。
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
の
中
、
同
じ
医
療

圏
内
で
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性

期
の
役
割
分
担
が
必
要
。
病
診
連

携
や
地
域
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
教
育
も
進
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
病
院
・
診
療

所
や
介
護
事
業
所
な
ど
が
参
加
し

て
地
域
で
協
議
す
る
場
が
必
要
と

思
っ
た
。
今
回
の
懇
談
会
が
今
後

の
地
域
連
携
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」「
厚
労
省
が
定
め
る
二
次
医

療
圏
に
と
ら
わ
れ
ず
、
京
都
府
北

部
も
含
め
た
医
療
供
給
体
制
の
見

直
し
が
急
務
。
政
府
の
地
域
医
療

構
想
を
現
場
の
実
情
に
即
し
た
も

の
に
変
え
、
医
療
費
総
枠
拡
大
を

実
現
す
る
た
め
に
も
今
日
の
議
論

を
広
め
て
い
く
べ
き
で
は
」
な
ど

の
発
言
が
出
さ
れ
た
。

　

座
長
は
藤
井
高
雄
先
生
（
豊
岡

市
・
ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
、
但
馬
支

部
副
支
部
長
）
が
務
め
た
。

外
務
省
に
要
請

３・13
国会行動

　

高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
撤
回

や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療
施
設
に
対

す
る
武
力
行
使
停
止
を
求
め
、
保

団
連
・
協
会
は
３
月
13
日
、
中
央

要
請
行
動
を
実
施
。
白
岩
一
心
副

理
事
長
、
水
間
美
宏
理
事
、
小
寺

修
評
議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参

加
し
た
。

　

協
会
は
、
２
月
８
日
の
理
事
会

で
承
認
さ
れ
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の

医
療
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
持
参

し
、
外
務
省
に
要
請
。
ガ
ザ
を
は

じ
め
と
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療

施
設
に
対
す
る
武
力
行
使
を
行
わ

せ
な
い
こ
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国

連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機

関
）
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
す

る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

　

外
務
省
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
入
植
活
動
は
明
ら
か
な
国
際
法

違
反
で
凍
結
を
求
め
て
い
る
こ

と
、
医
療
施
設
へ
の
攻
撃
も
国
際

法
に
基
づ
い
た
対
応
が
必
要
だ
と

し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
難
民
支
援

に
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
政
府
と

し
て
は
今
後
も
予
算
を
つ
け
て
支

援
を
続
け
る
と
し
た
。
ガ
ザ
の
け

が
人
や
病
人
が
日
本
で
治
療
で
き

る
よ
う
石
破
首
相
は
検
討
し
て
い

る
と
し
、「
昨
年
の
国
連
安
全
保

障
理
事
会
で
の
ガ
ザ
即
時
停
戦
決

議
に
ア
メ
リ
カ
は
拒
否
権
を
発
動

し
た
た
め
、
日
本
政
府
か
ら
意
見

し
た
。
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
立

場
だ
」
と
し
た
。

　

国
会
議
員
要
請
で
は
、
・
井
坂

信
彦
衆
院
議
員
（
立
憲
）・
山
添

拓
参
院
議
員
（
共
産
）
が
面
談
に

応
じ
た
。

　

井
坂
議
員
に
は
、
宇
佐
美
宏
保

団
連
歯
科
代
表
・
副
会
長
と
共

に
、
歯
科
技
工
士
問
題
の
現
状
を

報
告
し
、
医
療
費
総
枠
拡
大
に
よ

る
解
決
に
向
け
て
、
い
っ
そ
う
の

協
力
を
要
請
し
、「
検
討
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

山
添
議
員
は
高
額
療
養
費
制
度

の
改
悪
に
つ
い
て
、「
２
２
７
０

億
円
も
の
医
療
費
削
減
は
受
診
抑

制
を
前
提
と
し
て
い
る
の
は
明
ら

か
。
石
破
首
相
は
『
受
診
抑
制
を

さ
せ
な
い
』
と
い
う
が
、
ま
っ
た

く
の
で
た
ら
め
。
凍
結
で
は
な
く

白
紙
撤
回
を
求
め
て
い
く
」
な
ど

と
語
っ
た
。

但馬地域の医療提供の実態を
語った那須先生（左）・谷垣先
生（右上）・黒瀬先生（右下）

外
務
省
担
当
者
（
右
２
人
目
・

３
人
目
）
に
要
請
し
た　
　
　

面
談
に
応
じ
た
井
坂
衆
議
院
議
員
（
上
中
央
）・
山
添
参
議
院
議
員
（
下
中
央
）

春の共済制度募集春の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!

兵庫県保険医協会　第105回評議員会兵庫県保険医協会　第105回評議員会

　政府は社会保障費抑制の一方で、日本の防衛費を５年間で43兆
円にまで増やそうとしています。この防衛費増の理由とされるの
は、「台湾有事」です。実際、「台湾有事」に備えて、自衛隊の南
西諸島へのミサイル配備や基地整備などが進められています。
　本当に「台湾有事」への備えは必要なのでしょうか。日本がと
るべき安全保障・外交政策について、安全保障や日米地位協定の
専門家である前泊博盛先生にお話いただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

日　時 ５月18日（日）13時～　　　会　場　協会５階会議室

特別講演　16時～　「『台湾有事』を起こさせないために」
講　師　沖縄国際大学　教授　前泊　博盛氏
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依
存
状
態
を
否
定
せ
ず

患
者
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大
事

尼
崎
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

学
習
会

西
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

学
習
会

人
か
ら
制
度
を
見
る
こ
と
が

暮
ら
し
と
生
命
を
さ
さ
え
る

予
算
案
か
ら
日
本
の
医
療
費
・

社
会
保
障
費
を
考
え
る

　

尼
崎
支
部
も
参
加
す
る
尼
崎
社

会
保
障
推
進
協
議
会
は
３
月
15
日

に
尼
崎
市
内
で
、「
介
護
や
在
宅

医
療
に
役
立
つ
制
度
ど
う
な

る
？
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開

催
し
た
。
阿
江
善
春
先
生
（
神
戸

女
子
大
学
客
員
講
師
）
が
講
師
を

つ
と
め
、
１
０
７
人
が
参
加
し

た
。

　

西
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は

２
月
24
日
に
西
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
学
習
会
「
令
和
７
年
度
国
家
予

算
（
案
）
か
ら
考
え
る
日
本
の
医

療
費
・
社
会
保
障
費
」
を
開
催
。

協
会
理
事
長
の
西
山
裕
康
先
生
が

講
師
を
務
め
、
市
民
28
人
が
参
加

し
た
。

　

最
初
に
会
長
の
綿
谷
茂
樹
先
生

（
協
会
尼
崎
支
部
長
）
が
、「
国

の
予
算
案
は
社
会
保
障
の
自
然
増

さ
え
削
る
一
方
、
防
衛
費
は
青
天

井
に
膨
ら
ま
せ
、
国
民
に
負
担
を

押
し
付
け
て
い
る
。
高
額
療
養
費

制
度
改
悪
が
〝
凍
結
〞
に
な
っ
た

よ
う
に
、
世
論
と
私
た
ち
の
運
動

が
政
治
を
動
か
せ
る
。
社
会
保
障

を
充
実
す
る
政
治
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

講
師
の
阿
江
先
生
は
、「
憲
法

25
条
で
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
す
る
権
利
が
保
障
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

会
保
障
を
利
用
で
き
な
い
人
が
い

る
。
高
い
貧
困
率
、
低
い
生
活
保

護
捕
捉
率
、
遅
れ
て
い
る
障
が
い

者
福
祉
な
ど
に
加
え
て
、
自
己
責

任
が
強
調
さ
れ
て
、
他
の
先
進
国

に
見
ら
れ
な
い
社
会
問
題
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
介

護
、
在
宅
医
療
に
役
立
つ
制
度
」

の
一
例
と
し
て
、「
障
が
い
者
手

帳
を
持
つ
こ
と
で
様
々
な
支
援
や

れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

そ
し
て
、「
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
制
度
か
ら
人
を
見
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
人
を
丸
ご
と
見

て
、
使
え
る
制
度
は
何
が
あ
る
の

か
と
い
う
視
点
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
日
常
の
相
談
業

務
で
す
ぐ
に
使
え
る
も
の
が
多
く

わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
つ
な
ぐ

側
の
人
が
柔
軟
に
諸
制
度
を
活
用

で
き
る
力
量
ア
ッ
プ
が
大
切
だ
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

し
、
特
別
障
が
い
者
手
当
は

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
対
象
に
な
り
、
毎

月
３
万
円
近
い
手
当
が
受
け

ら
れ
る
」
と
紹
介
し
、「
他

に
も
様
々
な
制
度
が
あ
る
も

の
の
、
自
治
体
は
制
度
ご
と

に
窓
口
が
分
か
れ
る
縦
割
り

に
な
っ
て
お
り
、
担
当
以
外

の
制
度
を
知
ら
な
い
職
員
も

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

　

24
年
度
予
算
の
国
の
一
般
会
計

歳
出
で
は
社
会
保
障
費
は
33
％
を

占
め
、
子
育
て
よ
り
医
療
・
介
護

費
が
削
減
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

た
。
西
山
先
生
は
社
会
保
障
給
付

費
の
推
移
だ
け
を
み
る
と
社
会
保

障
費
は
増
え
て
い
る
が
、
給
付
の

伸
び
は
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
国
際
的
に
比
較
す

る
と
高
齢
化
率
の
割
に
日
本
の
社

会
保
障
費
は
少
な
い
と
紹
介
し

た
。

　

医
療
費
は
診
療
報
酬
に
よ
り
決

ま
り
、
そ
し
て
診
療
報
酬
の
改
定

率
は
、
政
治
で
決
ま
る
。
２
０
２

３
年
全
国
の
公
立
病
院
の
経
常
損

益
は
約
２
０
０
０
億
円
に
な
り
、

赤
字
・
経
常
赤
字
の
公
立
病
院
の

割
合
は
70
％
に
も
な
る
な
ど
、
診

療
報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ
続
け
て

い
る
と
紹
介
。

　

ま
た
、
政
府
は
治
療
に
お
金
が

か
か
る
患
者
の
最
後
の
砦
と
言
わ

れ
る
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負

担
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
２
７
０

０
億
円
の
社
会
保
障
費
削
減
を
狙

っ
て
い
る
が
、
も
し
自
己
負
担
限

度
額
が
引
き
上
げ
れ
ば
、
治
療
中

断
を
考
え
て
い
る
人
は
４
割
、
受

診
回
数
減
を
考
え
て
い
る
人
は
６

割
を
占
め
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
分
か
っ
た
と
説
明
。

　

そ
も
そ
も
、
患
者
窓
口
負
担
は

「
受
益
者
」
負
担
で
は
な
く
、

「
受
難
者
」
負
担
で
あ
る
こ
と
か

ら
た
く
さ
ん
の
病
気
を
持
っ
て
い

る
人
は
た
く
さ
ん
払
う
と
い
う
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、
窓
口
負

担
を
ゼ
ロ
に
す
べ
き
と
ア
ピ
ー
ル

　

日
常
診
療
の
中
で
市
販
薬
乱
用

や
依
存
は
よ
く
見
か
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
特
に
10
代
に
お
け
る

市
販
薬
乱
用
が
増
え
て
き
て
お

り
、
乱
用
市
販
薬
の
種
類
も
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
メ
チ

ル
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
塩
酸
塩
、
ジ
ヒ

ド
ロ
コ
デ
イ
ン
リ
ン
酸
塩
の
２
大

成
分
が
あ
り
、
市
販
鎮
咳
・
感
冒

薬
に
含
ま
れ
、
意
欲
増
進
、
気
分

改
善
、
眠
気
を
伴
わ
な
い
抗
不
安

作
用
な
ど
を
呈
し
ま
す
。
そ
の
効

果
の
た
め
に
乱
用
す
る
人
が
多
い

で
す
が
、
身
体
依
存
を
呈
す
る
た

め
に
離
脱
症
状
と
し
て
抑
う
つ
気

分
や
、
時
に
自
殺
行
動
も
誘
発
す

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
市
販
薬
を
乱
用
・
依
存
し

て
い
る
人
は
、
大
量
に
市
販
薬
を

購
入
す
る
た
め
に
お
金
が
か
か
る

　

最
後
に
講
演
を
聞
き
終
わ
っ
て

感
じ
た
の
は
、
日
常
臨
床
で
も
市

販
薬
乱
用
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん

を
見
か
け
ま
す
が
、
市
販
薬
を
使

う
こ
と
を
否
定
せ
ず
、
ど
う
し
て

使
用
し
て
い
る
か
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
依
存
症
の
知
識
が
な
く
て
も

寄
り
添
う
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

 

【
長
田
区　

大
谷　

夏
実
】

こ
と
か
ら
、
市
販
薬
に
依
存

物
質
が
ど
れ
く
ら
い
含
ま
れ

て
い
る
か
な
ど
の
コ
ス
ト
比

較
の
話
が
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
市
販
薬
の
過
量
服
薬

（
Ｏ
Ｄ
）
も
多
く
、
Ｏ
Ｄ
に

よ
る
救
急
搬
送
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
２
〜
３
倍
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
リ

ス
ト
カ
ッ
ト
と
Ｏ
Ｄ
の
相
関

は
高
く
、
自
殺
に
も
つ
な
が

る
危
険
因
子
で
あ
る
よ
う
で

す
。

　

大
島
氏
は
日
本
の
原
発
の
使
用

済
み
核
燃
料
の
処
分
方
法
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
説
明
。
日
本
の

原
子
力
政
策
で
は
、
使
用
済
み
核

燃
料
は
必
ず
再
処
理
し
て
、
核
物

質
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
し
、

原
発
で
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
使
用
済
み
核
燃

料
は
、
原
子
炉
か
ら
取
り
出
し
た

後
も
放
射
性
物
質
の
変
化
に
伴
っ

て
出
る
放
射
線
の
影
響
で
高
温
の

「
崩
壊
熱
」
を
発
生
さ
せ
て
い
る

た
め
、
再
処
理
工
場
に
運
ぶ
前

に
、
原
発
内
の
プ
ー
ル
で
冷
や
す

「
湿
式
」
の
貯
蔵
が
欠
か
せ
な
い

と
説
明
。

　

と
こ
ろ
が
、
プ
ー
ル
の
容
量
が

段
々
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
各
地

の
原
発
で
は
、
プ
ー
ル
内
を
改
造

し
て
高
密
度
で
詰
め
込
め
る
構
造

に
す
る
「
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
が
行

　

協
会
も
参
加
す
る
「
原
発
を
な

く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
兵
庫
の
会
」
は
３
月
９
日
に
中

央
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
福
島

を
わ
す
れ
な
い　

メ
モ
リ
ア
ル
集

会
」
を
開
催
。「
迷
走
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム　

乾
式
貯
蔵
の
現
状
」
を
テ

ー
マ
に
、
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委

員
の
大
島
秀
利
氏
が
講
演
し
、
27

人
が
参
加
し
た
。

し
た
。

　

西
区
の
神
戸
医
療
セ
ン
タ

ー
の
就
業
者
数
は
９
０
９
人

と
、
西
区
役
所
の
就
業
者
の

３
倍
に
も
な
る
よ
う
に
、
医

療
・
福
祉
の
就
業
者
数
は
９

２
２
万
人
、
全
産
業
の
13
・

６
％
を
占
め
る
と
し
、
医
療

は
地
域
経
済
を
支
え
る
公
的

基
盤
で
あ
る
と
強
調
し
、
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
が
、

将
来
不
安
を
な
く
し
、
経
済

を
活
性
化
す
る
こ
と
、
社
会

保
障
の
再
分
配
機
能
の
役
割

の
重
要
性
を
語
っ
た
。

西山先生が医療費抑制は患者に不利益を
もたらすことを参加者に説明　　　　　

社
会
保
障
制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
と
指

摘
す
る
阿
江
先
生　
　
　
　
　
　
　

市
販
薬
に
依
存
す
る
若
者
に
寄
り
そ
い

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必
要
と
強
調
す

る
松
本
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感 想 文
　

神
戸
支
部
は
２
月
15
日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会

「
な
ぜ
人
は
依
存
症
に
な
る
の
か　

日
常
診
療
で
見
か
け
る
依
存
症

〜
市
販
薬
を
中
心
に
〜
」
を
開
催
。
松
本
俊
彦
先
生
（
国
立
研
究
開

発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
薬

物
依
存
研
究
部
部
長
）
を
講
師
に
、
46
人
が
参
加
し
た
。
座
長
を
務

め
た
大
谷
夏
実
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

◇
出
席　

 

22
人

◇
情
勢　

石
破
茂
首
相
は
２
月
28

日
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負

担
上
限
額
引
き
上
げ
に
つ
い
て
今

年
８
月
の
増
額
は
実
施
す
る
が
、

26
年
・
27
年
の
引
き
上
げ
は
今
秋

ま
で
再
検
討
す
る
と
表
明
。

◇
医
療
運
動
対
策　

兵
庫
民
医
連

や
高
齢
者
生
協
と
共
同
で
、「
訪

問
介
護
費
の
大
幅
引
き
上
げ
を
含

む
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
の
緊

急
再
改
定
を
国
に
求
め
る
と
と
も

に
、
介
護
事
業
所
へ
の
財
政
措
置

を
求
め
る
陳
情
書
」
を
神
戸
市
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

保
団
連
か
ら

協
力
依
頼
の
あ
っ
た
「
生
活
習
慣

病
の
医
学
管
理
並
び
に
感
染
症
対

策
に
係
る
診
療
報
酬
上
の
評
価
に

関
す
る
医
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
つ
い
て
、
３
月
31
日
（
月
）
を

締
め
切
り
と
し
て
医
科
正
会
員
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

会
員
意
見
実
態
調
査

の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

「
戦
争
さ
せ
な

い
、
９
条
壊
す
な
！　

５
・
３
兵

庫
憲
法
集
会
」（
５
／
３
、
メ
イ

ン
ス
ピ
ー
カ
ー
：
畠
山
澄
子
氏
）

へ
の
賛
同
と
集
会
参
加
、
神
戸
新

聞
意
見
広
告
に
協
力
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

ⅰ
）
石
川
県
が
、

能
登
空
港
周
辺
に
新
病
院
を
建
設

し
、
奥
能
登
の
公
立
４
病
院
を
、

一
般
外
来
な
ど
を
担
う
サ
テ
ラ
イ

ト
診
療
所
、
介
護
医
療
院
、
老
健

施
設
に
転
換
す
る
方
針
を
了
承
し

た
こ
と
、
ⅱ
）
石
川
県
が
被
災
前

に
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
被

災
者
の
仮
設
住
宅
居
住
年
限
を
法

的
根
拠
な
く
「
原
則
１
年
以
内
」

と
設
定
し
、
専
門
家
ら
か
ら
は
批

判
が
出
て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ

れ
た
。

 

（
３
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

原
発
な
く
す
会
「
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

使
用
済
み
核
燃
料
の

乾
式
貯
蔵
の
実
態

わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
貯
蔵

容
量
が
足
り
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
各
地
の
電
力
会
社
が

相
次
い
で
打
ち
出
し
た
の
が
、
水

を
使
わ
な
い
「
乾
式
」
の
貯
蔵
施

設
だ
。「
一
時
的
に
保
管
す
る
た

め
」
と
し
て
、
日
本
各
地
の
原
発

敷
地
内
な
ど
で
「
乾
式
」
の
貯
蔵

施
設
の
建
設
が
相
次
い
で
計
画
さ

れ
、
す
で
に
多
数
の
原
発
に
乾
式

貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
と

紹
介
さ
れ
た
。

　

一
方
、
着
工
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
て
も
完
成
し
て
い
な
い
六
ケ

ビ
ジ
ョ
ン
を
政
府
や
原
子
力
事
業

の
関
係
者
が
示
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
と
指
摘
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
か
ら
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
再
利
用
す
る

と
い
う
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
破
た

ん
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

所
再
処
理
工
場
は
１
９
９
８

年
か
ら
各
地
の
使
用
済
み
核

燃
料
を
受
け
入
れ
、
す
で
に

容
量
の
99
％
の
２
９
６
８
ト

ン
が
貯
蔵
さ
れ
、
今
後
の
受

け
入
れ
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
工
場
本
体
が
完
成
し
て

も
、
順
調
な
運
転
に
は
複
数

の
障
壁
が
あ
る
。

　

た
と
え
再
処
理
工
場
が
順

調
に
動
い
て
も
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
思
う
通
り
に
消
費
で

き
る
の
か
は
不
明
で
あ
る

上
、「
核
の
ご
み
」
の
最
終

処
分
地
に
つ
い
て
、
明
確
な

大島さんが行き先のない使用済み核燃料の
実態について参加者に説明　　　　　　　

求　
　
　

人

歯
科
医
師

◇
勤
務
地
：
芦
屋
市
三
条
南

町
13
―
16
―
４
０
１

◇
常
勤

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
０
７

９
７
―
38
―
９
６
４
０
山
本

ま
で

神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会
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％
、「
不
満
」
が
25
・
９
％
と
な

り
、「
満
足
」「
お
お
い
に
満
足
」

は
あ
わ
せ
て
わ
ず
か
１
・
６
％
と

な
っ
た
（
図
４
）。

　

不
満
の
理
由
（
複
数
回
答
）
と

し
て
は
、「
療
養
計
画
書
の
作
成

と
患
者
の
同
意
を
と
る
の
に
時
間

を
と
ら
れ
る
か
ら
」
が
最
多
で
74

・
８
％
、「
こ
れ
ま
で
十
分
な
説

明
を
行
っ
て
き
た
が
、
厚
労
省
が

定
め
た
療
養
計
画
書
の
様
式
に
あ

わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た

か
ら
」
が
47
・
７
％
と
続
き
、
厚

労
省
が
一
方
的
に
定
め
た
療
養
計

画
書
を
作
成
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
へ
不
満
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

　

新
設
さ
れ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

体
制
整
備
加
算
」
が
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
を
上
げ
る
ほ
ど
高
い

点
数
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

（
医
科
０
・
０
％
、
歯
科
２
・
５

％
）、「
お
お
い
に
満
足
」
は
１
・

１
％
（
医
科
０
・
０
％
、
歯
科
３

・
４
％
）
と
ご
く
少
数
で
、「
満

足
で
も
不
満
で
も
な
い
」
は
24
・

３
％
（
医
科
19
・
９
％
、
歯
科
33

・
６
％
）
だ
っ
た
（
図
１
〜
３
）。

生
活
習
慣
病
へ
の
移
行

「
満
足
」
ご
く
わ
ず
か

24
年
度
改
定
で
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
が
特
定
疾
患

か
ら
外
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
管
理

料
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
お
お
い
に
不
満
」
が
34
・
３

　

基
本
診
療
料
は
わ
ず
か
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
ネ
ッ
ト
で

６
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な

っ
た
２
０
２
４
年
６
月
の
診
療
報

酬
改
定
。

　

会
員
の
評
価
は
、「
お
お
い
に

不
満
」
が
30
・
８
％
（
医
科
36
・

３
％
、
歯
科
19
・
３
％
）、「
不

満
」
が
40
・
５
％
（
同
41
・
４

％
、
38
・
７
％
）
で
あ
わ
せ
て
７

割
超
が
不
満
と
回
答
し
て
お
り
、

特
に
医
科
で
不
満
を
感
じ
て
い
る

割
合
が
大
き
く
伸
び
た
（
昨
年
比

で
医
科
＋
22
・
５
％
、
歯
科
＋
７

・
９
％
）。

　

他
方
、「
満
足
」
は
０
・
８
％

つ
い
て
は
、「
評
価
で
き
な
い
」

が
64
・
６
％
（
医
科
64
・
５
％
、

歯
科
64
・
７
％
）
で
、「
評
価
で

き
る
」
の
６
・
０
％
（
医
科
５
・

６
％
、
歯
科
６
・
７
％
）
を
大
き

く
上
回
っ
た
（
図
５
）。

　

評
価
で
き
な
い
理
由
（
複
数
回

答
）
と
し
て
は
「
診
療
報
酬
を
用

い
て
国
の
政
策
に
誘
導
す
べ
き
で

は
な
い
か
ら
」（
66
・
９
％
）、

「
施
設
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

・
複
雑
だ
か
ら
」（
48
・
８
％
）

な
ど
が
続
い
た
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

「
評
価
し
な
い
」
５
割
超

　

「
医
療
従
事
者
の
賃
金
改
善
の

た
め
」
と
新
設
さ
れ
た
「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
」
に
つ
い
て
も
、

「
評
価
し
な
い
」
が
55
・
４
％
と

半
数
を
超
え
、「
評
価
す
る
」
６

・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
（
図

６
）。

　

「
届
出
の
計
画
書
や
報
告
書
な

ど
の
実
務
が
煩
雑
」（
64
・
９

％
）
の
ほ
か
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

は
基
本
診
療
料
引
き
上
げ
で
行
う

べ
き
」（
50
・
０
％
）
と
の
声
も

多
く
、
収
入
の
目
的
を
定
め
、
報

告
ま
で
求
め
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
あ
り
方
そ
の
も
の
へ
の
反

発
が
強
い
（
図
７
）。

※
協
会
・
保
団
連
は
診
療
報
酬
引

き
上
げ
や
不
合
理
の
是
正
に
向

け
、
全
国
の
保
険
医
の
声
を
集
め

て
厚
労
省
等
へ
改
善
を
求
め
て
い

る
。
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
た
ご
意
見
・
ご
要
望
が

あ
れ
ば
、
左
記
様
式
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
。

https://x.gd/57L90

会員意見実態調査【②診療報酬改定〈全体・医科〉】

改定に改定に７割超７割超がが「「不満不満」」
　

協
会
が
昨
年
10
〜
11
月
に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
度
会
員
意

見
実
態
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
今
号
は
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
評
価
と
医
科
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

春の共済募集
好評受付中!

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

もっと便利な積立制度

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※サイバー保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

非営利だから
コスパが秀逸

しっかり増やす貯蓄型保険

天災や水漏れ等による休業損害も安心

協 会の 共済制度
介護保険Sasa*L (ササエル)

保険料が断然安い

図１　今回の診療報酬改定に対する
先生の評価は　　　　

図４　 高血圧症、糖尿病、脂質異常症の患者に
特定疾患療養管理料及び特定疾患処方
管理加算が算定できなくなり、生活習慣
病管理料Ⅰ又はⅡの算定に移行すること
となった点について

図６　 新設された「ベースアップ評価料」の
評価について

おおいに
不満
30.8％

不満  40.5％

満足 0.8％

その他 0.8％

無回答 1.6％

おおいに満足
1.1％

満足でも
不満でもない
24.3％

無回答
8.4％

どちら
でもない
29.9％

おおいに
不満
34.3％

不満  25.9％

満足
0.8％

おおいに満足
0.8％

評価しない
55.4％

評価する
6.8％

無回答
6.8％

どちらとも
言えない
31.1％

図５　 新設された「医療DX推進体制整備加
算」はマイナ保険証の利用率を上げる
ほど高い点数設定になっています。評
価できますか

図７　 「ベースアップ評価料」で問題と感じ
ている点について（複数回答可）

図２　今回の診療報酬改定に対する
先生の評価は（医科）

図３　今回の診療報酬改定に対する
先生の評価は（歯科）

評価できない
64.6％

評価できる
6.0％

無回答
3.0％

どちらとも
言えない
26.5％

届
出
の
計
画
書
や

報
告
書
な
ど
の

実
務
が
煩
雑

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

基
本
診
療
料
引
き

上
げ
で
行
う
べ
き

次
回
改
定
で

点
数
が
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い

患
者
負
担
が

増
え
る

対
象
職
種
が

限
定
さ
れ
て
い
る

よ
く
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

診
療
報
酬
明
細
書
に

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

と
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
患
者
対
応
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添付は不要ですが、提出を求められた場合に
対応できるよう保管しておく必要があります
（様式等は今後公開予定）。

申請・実績報告
　県に申請書を提出します。実施後には実績報告書を提出します。領収書等の

「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ　
　

時
を
越
え
て
」

白岩一心

196

　

映
画
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ　

時
を
越
え

て
」
を
紹
介
し
ま
す
。
異
次
元
空

間
の
よ
う
な
時
間
旅
行
を
一
つ
の

舞
台
で
描
く
、
最
新
技
術
を
駆
使

し
た
未
体
験
の
物
語
が
、
夢
に
満

ち
溢
れ
た
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま

す
。
紀
元
前
か
ら
現
代
ま
で
を
往

き
来
す
る
壮
大
な
幻
想
。
一
軒
の

家
に
各
時
代
の
い
く
つ
も
の
一
家

が
入
居
し
て
は
出
て
ゆ
く
姿
を
、

心
揺
さ
ぶ
る
ド
ラ
マ
と
と
も
に
描

い
て
い
ま
す
。
指
揮
を
執
っ
た
ゼ

メ
キ
ス
監
督
は
、
Ｖ
Ｆ
Ｘ
を
使

い
、
登
場
人
物
を
２
人
の
有
名
俳

優
に
託
し
ま
し
た
。
２
人
は
高
校

生
か
ら
老
人
期
ま
で
を
、
最
新
Ａ

Ｉ
技
術
で
、
年
齢
相
応
の
容
姿
で

演
じ
、
監
督
の
挑
戦
に
見
事
に
応

え
ま
し
た
。

　

幾
世
代
も
の
家
族
の
愛
情
と
喪

氷
河
期
を
迎
え
、
オ
ー
ク
の
木
が

育
ち
、
先
住
民
族
の
男
女
が
出
会

い
、
時
空
を
越
え
て
そ
の
場
所
に

家
が
建
ち
、
胸
を
揺
さ
ぶ
る
ド
ラ

マ
。

　

１
９
４
５
年
、
戦
地
か
ら
帰
還

し
た
ア
ル
と
妻
の
ロ
ー
ズ
が
そ
の

家
を
購
入
し
、
主
人
公
リ
チ
ャ
ー

ド
が
生
ま
れ
ま
す
。
高
校
生
と
な

っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
は
、
絵
画
が
得

意
で
芸
術
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見

て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
別
の
高

校
に
通
う
も
う
一
人
の
主
人
公
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
と
出
会
い
、
２
人
は

す
ぐ
に
惹
か
れ
あ
い
恋
愛
関
係
に

陥
り
ま
す
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
、

高
校
卒
業
後
、
大
学
に
進
学
し
、

弁
護
士
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
思
い
が

け
な
い
人
生
が
始
ま
り
ま
す
。

　

「
す
べ
て
は
、
こ
こ
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｅ
）
で
起
こ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
二
人
は
結
婚
し
て
夫
妻

と
な
る
な
か
で
、
喜
び
も
悲
し
み

も
、
過
ご
し
た
す
べ
て
の
瞬
間
の

愛
お
し
さ
に
記
憶
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
70

代
と
な
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
が
、
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
の
手
を
引
き
な
が

ら
、「
こ
こ
が
僕
ら
の
家
だ
っ

た
」
と
語
り
か
け
る
シ
ー
ン
。
２

人
が
歩
ん
で
き
た
人
生
に
数
え
き

れ
な
い
喜
び
や
苦
難
、
葛
藤
が
、

涙
と
し
て
刻
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
感

動
を
呼
び
ま
す
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
役
に
は
ト
ム
・
ハ

ン
ク
ス
さ
ん
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
役

に
は
ロ
ビ
ン
・
ラ
イ
ト
さ
ん
が
、

い
つ
も
な
が
ら
の
熱
演
を
し
て
い

ま
す
。
最
新
撮
影
映
像
を
駆
使
し

た
作
品
。
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー

ン
で
鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？　

家
族
愛
、
夫
婦
愛
に

は
、
全
く
国
境
が
な
い
こ
と
も
印

象
的
な
作
品
で
す
。

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

失
、
記
憶
と

希
望
の
物
語

に
着
目
し
て

い
ま
す
。

　

地
球
上
の

あ
る
場
所
。

恐
竜
た
ち
が

駆
け
抜
け
、

Ⓒ2024 Miramax Distribution 
Services, LLC. All Rights 
Reserved.

感 想 文
　

文
化
部
は
３
月
20
日
、「
京
都

・
南
座
に
行
っ
て
み
よ
う
！
観
劇

ツ
ア
ー
・
三
月
花
形
歌
舞
伎
」
を

開
催
。（
株
）
松
竹
の
二
見
遼
氏

に
よ
る
「
歌
舞
伎
解
説
」
の
後
、

「
妹い

も

背せ

山や
ま

婦お
ん
な女

庭て
い

訓き
ん

〜
三
笠
山
御

殿
」「
於お

そ
め
ひ
さ
ま
つ
う
き
な
の
よ
み
う
り

染
久
松
色
讀
販
〜
お
染

の
五
役
」
の
演
目
を
鑑
賞
。
会

員
、
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
ら
28
人
が

参
加
し
た
。
参
加
し
た
中
島
敏
雄

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

先
日
、
人
生
で
初
め
て
歌
舞
伎

を
観
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

場
所
は
歴
史
あ
る
京
都
・
南
座
。

出
演
さ
れ
た
の
は
中
村
壱か

ず

太た

郎ろ
う

さ

ん
、
中
村
米
吉
さ
ん
、
中
村
福
之

助
さ
ん
、
中
村
虎
之
介
さ
ん
と
い

っ
た
若
手
歌
舞
伎
役
者
の
皆
さ
ん

で
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
彼
ら
が
全
員
平

成
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

伝
統
芸
能
と
い
う
と
、
長
い
歴
史

を
重
ね
た
大
ベ
テ
ラ
ン
の
演
者
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
若
い
世
代

が
そ
の
技
と
心
を
し
っ
か
り
と
受

け
継
ぎ
、
舞
台
上
で
堂
々
と
演
じ

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。  

　

ま
た
、
松
竹
の
担
当
の
方
の

「
歌
舞
伎
解
説
」

に
よ
っ
て
歌
舞
伎

独
特
の
文
化
と
し

て
、
公
演
中
に
客

席
か
ら
声
を
か
け

る
「
大
向
こ
う

（
お
お
む
こ

う
）」
と
呼
ば
れ

る
人
々
の
存
在
を

知
り
ま
し
た
。
実

際
に
「
成
駒

屋
！
」
と
響
く
掛

け
声
が
舞
台
と
観

客
を
一
体
化
さ
せ
、
よ
り
一
層
の

盛
り
上
が
り
を
生
み
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
観
客
の
参
加

が
、
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の
魅
力
な

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

舞
台
美
術
の
華
や
か
さ
、
衣
装

の
美
し
さ
、
そ
し
て
独
特
の
発
声

や
動
き
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
観
劇
体
験
と
は
全
く
異

な
る
も
の
で
、
ま
さ
に
「
こ
れ
が

歌
舞
伎
か
」
と
圧
倒
さ
れ
る
ば
か

り
で
し
た
。
特
に
、
役
者
が
見
得

を
切
る
瞬
間
の
迫
力
に
は
、
自
然

と
息
を
の
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
す

る
機
会
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
保

険
医
協
会
文
化
部
の
皆
様
の
お
か

げ
で
す
。
素
晴
ら
し
い
企
画
を
準

備
し
て
く
だ
さ
っ
た
文
化
部
員
の

先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 

【
西
宮
市　

中
島　

敏
雄
】

南
座
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
な
み
ー
な
」
と

演
目
を
解
説
す
る
中
村
壱
太
郎
さ
ん　
　
　
　

初
め
て
の

歌
舞
伎
鑑
賞
に
感
激

文
化
部　

観
劇
ツ
ア
ー

無床診療所18万円の支援金
詳細は４月以降
県のウェブサイトでご確認を

〈医科・歯科〉

対象経費
　対象経費は以下の通りです（複数選択可）。
　2024年４月～2026年３月末までに使用した経費が対象となる見込みです。

ICT機器等の導入によ
る業務効率化

タブレット端末、離床センサー、インカム、WEB会議設備、床ふき
ロボット、監視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入にかかる
経費
（※これらの機器以外にも、施設内の業務効率化に資するものであ
れば幅広く対象となります）

タスクシフト／シェア
による業務効率化

医師事務作業補助者、看護補助者等の職員の新たな配置によるタス
クシフト／シェアにかかる経費

給付金を活用したさら
なる賃上げ

処遇改善を目的とした、すでに雇用している職員の賃金改善にかか
る経費
（※ベースアップ評価料で手当されている部分とは別にベースアッ
プ・手当・一時金のいずれかにより賃上げを行う取り組みが対象で
すが、ベースアップ評価料による収入以上にベースアップ分として
支出している部分に対して充当することも可能です）

　政府は人材確保や職場環境の整備のため「生産性向上・職場環境整備等支援
事業」を実施します。業務効率化のためのタブレット端末等の導入や、職員の
さらなる賃金改善に使用できる支援金が給付されます。
　書式などの詳細は４月以降に兵庫県のホームページで明らかになる予定です
が、３月31日現在の制度の概要について紹介します。詳細が明らかになりまし
たら、FAXニュース等でお知らせいたします。

対象医療機関
　2025年３月31日時点でベースアップ評価料を届出済みの無床診療所（医科・
歯科）、病院、有床診療所（医科・歯科）、訪問看護ステーション

給付額
無床診療所（医科・歯科）

１施設当たり18万円
訪問看護ステーション

病　院
許可病床数×４万円

有床診療所（医科・歯科）

※ 許可病床数が４床以下の有床診療所は18万円

兵庫県の
支援金ホームページ

https://tinyurl.
com/yrzz6s25

※ 制度の詳細は上記ホームページ
で公表される予定です

「保険でより良い歯科医療を求める」「保険でより良い歯科医療を求める」
署名にご協力を！署名にご協力を！
※署名用紙や署名付きポケットティッシュな
どグッズのご注文は、☎078－393－1809まで

▶
署
名
用
紙
。
オ
ン
ラ
イ
ン
署

　

名
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
！

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会ご入会くださご入会ください!い!
会費は月額2,000円

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 医院経営にすぐ役立つ書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

◆セミナー（例会）カリキュラム

※ セミナーは原則として毎月第４土曜日の14時30分～17時に開催。パソコン講
座以外は、Zoom配信も予定

４月26日（土） 採用と定着のポイント～雇
用関連法の改正を活かす～

５月24日（土）もめない「相続」のために

2025年

※ 2025年６月以降のカリキュラムは
改めてお知らせします

問い合わせ先
　兵庫県保健医療部医務課医療人材確保班　
☎078－362－3606
制度に関するホームページは右の二次元コー
ド、またはURLよりアクセスください。
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輸
出
企
業
へ
の
消
費
税
還
付
金

は
、
２
０
２
３
年
度
は
約
10
兆
１

千
億
円
！　

24
年
度
予
算
で
は
11

兆
６
千
億
円
！

　

輸
出
企
業
と
同
じ
く
消
費
税
を

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
頂
け
な
い

医
療
と
介
護
に
は
０
円
！

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
に

24
億
円
政
治
献
金
し
て
い
る
経
団

連
の
十
倉
会
長
は
、
消
費
税
を
19

％
に
ア
ッ
プ
し
ろ
と
提
言
！

　

消
費
税
は
も
と
も
と
直
間
比
率

の
是
正
が
目
的
で
導
入
さ
れ
、
最

初
３
％
の
時
は
、
法
人
税
：
所
得

税
：
消
費
税
＝
19
兆
円
：
21
兆

円
：
３
兆
円
が
、
今
や
17
兆
円
：

50
年
余
に
わ
た
っ
て
撮
り
た

め
た
写
真
を
精
選
し
て
開
催
し

た
写
真
展
。
丹
波
の
森
会
場
に

は
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
中
、
１
８

０
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

長
野
県
茅
野
市
、
神
戸
市
、

18
兆
円
：
24
兆
円
で
す
。

　

消
費
税
を
３
％
↓
５
％
↓
８
％

↓
10
％
に
ア
ッ
プ
す
る
た
び
に
法

人
税
率
を
下
げ
続
け
、
43
％
か
ら

23
％
へ
20
ポ
イ
ン
ト
も
減
税
！

　

そ
の
上
、
法
人
税
特
別
措
置
法

に
よ
り
実
質
法
人
税
負
担
率
は
資

本
金
１
千
万
円
以
下
が
14
・
６

％
、
資
本
金
１
０
０
億
円
以
上
が

12
・
８
％
！　

な
ん
と
逆
累
進
課

税
で
23
％
さ
え
払
っ
て
い
な
い
！

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
消
費
税
は

全
て
社
会
保
障
に
使
う
と
消
費
税

法
に
書
い
て
あ
る
」
と
高
市
氏
が

テ
レ
ビ
討
論
会
で
大
見
栄
を
切
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
消
費
税
法
に

と
巡
回
し
た
催
し
も
、
丹
波
に

て
無
事
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

歴
史
に
埋
も
れ
て
い
た
戦
争

遺
跡
、
登
戸
研
究
所
を
取
り
上

げ
た
た
め
に
、「
命
が
危
な

い
」
な
ど
と
脅
迫
ま
が
い
の
電

話
も
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
か
ら
は
、「
美
し

い
」「
癒
さ
れ
る
」
と
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
、
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
作
品
を
希
望
さ
れ
た

方
は
、
今
暫
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

ご
協
力
し
て
く
れ
た
丹
波
の

森
ス
タ
ッ
フ
、
友
人
、
知
人
の

方
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
つ

つ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
お
礼
の
言
葉
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
３

月
22
日

　

財
務
省
前
の
「
財
務
省
解
体
デ

モ
」
は
２
月
中
旬
か
ら
行
わ
れ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
で
そ
の
実
態
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
森
永
卓

郎
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
財
務
省

を
「
ザ
イ
ム
真
理
教
」
と
揶
揄
し

多
く
の
人
々
が
そ
の
カ
ル
ト
教
団

に
洗
脳
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い

る
。

　

税
金
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
か

消
費
税
を
廃
止
す
る
の
が
い
い
の

か
に
つ
い
て
、
私
は
判
断
材
料
・

知
識
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
私
は
財
務
省

の
主
張
す
る
こ
と
の
中
で
一
つ
絶

対
に
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
日
本
の
財
政
が
極

め
て
緊
迫
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

通
常
、
会
社
の
経
営
状
態
を
借

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

次
に
本
論
に
入
る
。

　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
１
：
物
体
の
運
動

　

最
初
に
曲
線
で
囲
ま
れ
た
図
形

を
ど
う
考
え
る
か
を
、
曲
線
の
内

側
に
接
す
る
長
方
形
を
並
べ
て
、

そ
の
面
積
を
測
定
し
、
長
方
形
の

幅
を
無
限
に
狭
く
す
る
こ
と
で
、

計
算
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
（
積

分
法
の
考
案
）。
様
々
な
状
態
で

の
物
体
の
運
動
を
、
単
体
の
運

動
、
放
物
線
、
双
曲
線
、
円
、
楕

円
、
力
の
方
向
と
、
求
心
力
の
働

く
方
向
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動

に
対
し
て
図
示
し
、
数
式
で
説
明

し
て
い
る
。
円
運
動
で
は
中
心
点

は
一
つ
だ
が
、
楕
円
軌
道
の
場
合

は
二
つ
存
在
す
る
。
複
数
の
物
体

が
同
時
に
運
動
す
る
際
に
は
そ
の

動
き
は
、
複
雑
に
な
る
。
そ
の
こ

こ
に
財
務
省
の
説
明
に
嘘
が
あ
る

の
は
明
確
で
あ
る
。
こ
の
説
明
を

信
じ
て
騙
さ
れ
て
い
る
政
治
家
も

多
く
い
る
。
加
え
て
自
国
の
通
貨

発
行
権
の
な
い
ギ
リ
シ
ャ
と
発
行

権
の
あ
る
日
本
と
は
同
じ
で
は
な

い
。
そ
し
て
国
の
収
入
は
所
得
税

や
法
人
税
か
ら
の
一
般
会
計
だ
け

で
な
く
、
特
別
会
計
も
あ
る
の
で

あ
る
。

　

そ
の
財
務
省
前
の
「
財
務
省
解

体
デ
モ
」
は
１
カ
月
経
っ
て
や
っ

と
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ

た
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
や
兵
庫
県
知
事

斎
藤
さ
ん
で
の
報
道
に
関
し
て
、

大
手
マ
ス
コ
ミ
や
テ
レ
ビ
は
大
反

省
し
た
は
ず
な
の
に
、
同
じ
よ
う

な
報
道
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

よ
ほ
ど
財
務
省
か
ら
の
圧
力
は
大

き
い
の
だ
ろ
う
。

　

財
務
省
は
間
違
っ
た
情
報
を
意

図
的
に
流
す
な
ど
改
善
す
べ
き
と

こ
ろ
が
き
わ
め
て
多
々
あ
る
が
、

ま
ず
は
国
税
庁
を
独
立
さ
せ
て
ほ

し
い
。
多
く
の
会
社
（
人
）
が
ご

く
わ
ず
か
な
納
税
不
正
に
つ
い
て

の
報
復
を
怖
が
り
意
見
を
言
え
な

い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
理
論
的
、
数
学
的
説
明
を
し

て
い
る
。
天
体
の
運
動
に
関
す
る

数
学
的
説
明
。

　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
２
：
物
体
の
運
動
は

そ
の
速
度
に
よ
り
抵
抗
を
受
け

る
。

　

抵
抗
の
粘
性
を
考
え
な
が
ら
、

そ
の
抵
抗
が
生
じ
る
状
態
の
運
動

を
図
と
数
式
で
説
明
し
て
い
る
。

　

直
線
運
動
の
次
に
円
形
運
動
に

関
し
て
も
、
同
様
に
図
と
数
式
で

説
明
し
て
い
る
。

　

流
体
に
お
け
る
運
動
を
、
波
紋

の
進
み
方
や
、
注
ぎ
口
か
ら
の
流

れ
だ
し
な
ど
に
つ
い
て
図
と
数
式

で
説
明
。

　

粘
性
の
異
な
る
液
体
の
中
で
の

物
体
の
運
動
を
実
験
的
に
解
析
し

て
い
る
（
水
銀
、
空
気
な
ど
）。

液
体
運
動
と
そ
の
波
動
に
つ
い
て

の
定
義
と
説
明
。

　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
３
：
天
体
の
動
き
、

天
文
学
に
つ
い
て
。
ま
ず
自
然
原

理
に
つ
い
て
の
彼
の
法
則

　

法
則
１
：
自
然
現
象
を
真
実
と

十
分
な
説
明
が
で
き
る
原
因
が
あ

る
こ
と
と
す
る
。

　

法
則
２
：
同
じ
現
象
に
は
、
常

に
同
じ
原
因
が
存
在
す
る
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

法
則
３
：
物
体
の
特
質
に
は
普

遍
性
が
あ
る
。

　

法
則
４
：
仮
説
と
実
証
、
仮
説

を
立
て
、
実
験
で
根
拠
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
真
実
に
近
づ

く
。

　

さ
ら
に
こ
の
法
則
に
則
っ
て
調

べ
た
事
象
の
説
明
。

　

事
象
１
：
木
星
の
衛
星
観
察
、

望
遠
鏡
で
観
察
し
た
木
星
の
直
径

と
、
衛
星
周
期
と
軌
跡
か
ら
木
星

の
実
際
の
直
径
を
求
め
る
こ
と

で
、
地
球
と
の
距
離
を
推
測
す
る

　

事
象
２
：
土
星
に
関
し
て

　

事
象
３
：
水
星
、
金
星
、
火

星
、
木
星
、
土
星
そ
れ
ぞ
れ
の
惑

星
と
太
陽
と
の
位
置
関
係

　

事
象
４
：
地
球
と
太
陽
と
の
位

置
関
係

　

事
象
５
：
日
蝕
や
月
蝕
や
そ
の

他
の
惑
星
に
よ
る
蝕
に
よ
り
惑
星

の
大
き
さ
を
測
れ
る

　

事
象
６
：
月
の
軌
道
は
地
球
の

引
力
で
規
定
さ
れ
る
が
、
太
陽
の

引
力
の
影
響
も
受
け
る

　

天
体
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
定
理
：
こ
れ
ら
の
運
動

の
図
や
数
式
は
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
１
で
説

明
し
た
も
の
と
同
様
と
仮
定
す

る
。
こ
こ
で
の
内
容
は
定
理
１
か

ら
42
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細

は
省
く
が
、
衛
星
の
軌
道
、
惑
星

の
軌
道
。
月
の
軌
道
。
惑
星
間
の

相
互
作
用
。
太
陽
と
月
の
海
面
に

与
え
る
影
響
。
彗
星
の
軌
道
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
イ
ギ
リ
ス
か

ら
出
る
こ
と
な
く
、
自
作
の
反
射

望
遠
鏡
を
使
い
観
察
し
、
世
界
中

の
学
者
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
こ

の
本
を
完
成
さ
せ
た
。
数
多
く
の

法
則
や
定
理
は
現
代
に
も
通
用

し
、
教
科
書
レ
ベ
ル
で
教
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
原

著
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
私

は
感
動
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

（
お
わ
り
）

記
し
た
の
は
、
安
倍
政
権
に
な
っ

て
14
年
度
か
ら
。

　

そ
の
上
８
％
か
ら
10
％
に
上
げ

る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
時
に
安

倍
総
理
は
５
％
か
ら
８
％
に
ア
ッ

プ
し
た
分
の
５
分
の
４
は
借
金
返

済
に
充
て
た
と
自
ら
暴
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
う
で
す
、
社
会
保
障
に

５
分
の
１
し
か
使
わ
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

そ
れ
っ
て
、
安
倍
総
理
は
消
費

税
法
違
反
を
し
た
犯
罪
者
っ
て
こ

と
で
し
ょ
う
か
？

　

消
費
税
減
税
な
ん
て
生
ぬ
る

い
！　

も
は
や
、
消
費
税
廃
止
し

か
こ
の
日
本
を
良
く
す
る
方
法
は

な
い
！

　

そ
し
て
、
日
本
円
を
刷
っ
て
国

民
に
補
助
金
を
配
る
！

　

そ
の
穴
埋
め
は
、
法
人
税
の
累

進
課
税
と
、
13
年
も
過
去
最
高
を

更
新
し
続
け
て
い
る
内
部
留
保
へ

自民党への企業献金（１～30位）

出典　 報道機関Tansa作成　シリーズ
「自民支えた企業の半世紀」

員員

稿稿

会

投
財務省解体デモ

西宮市　　伊賀　幹二

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

消
費
税
廃
止
し
か
な
い

「
花
、山
、そ
し
て
平
和
」

ご
来
場
者
の
皆
様
へ

眞
田
幸
昭
写
真
展

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

（
丹
波
ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

ホイホイ漫画70
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

こどもまんなか社会

員員

稿稿

会

投

西宮市　　半田　伸夫

Isaac Newton
〝The Principia〟
を読んで㊦

員員

稿稿

会

投

企業名 合計献金額
１ 三菱ＵＦＪＦＧ 73億2116万円
２ みずほＦＧ 53億9556万円
３ トヨタ自動車 41億4042万円
４ 三井住友ＦＧ 41億1493万円
５ 日本製鉄 39億7359万円
６ 三井住友トラストＨＤ 32億3196万円
７ りそなＨＤ 30億9607万円
８ ＪＦＥ ＨＤ 25億8948万円
９ パナソニックＨＤ 23億8901万円
10 日立製作所 21億2180万円
11 日産自動車 20億6942万円
12 ＭＳ＆ＡＤ ＨＤ 20億6427万円
13 ＳＯＭＰＯ ＨＤ 19億2763万円
14 日本生命Ｇ 18億4747万円
15 三菱商事 17億6949万円
16 東京海上ＨＤ 17億6491万円
17 東芝 17億3212万円
18 三菱電機 16億4367万円
19 三菱重工業 16億1804万円
20 三井物産 15億7001万円
21 伊藤忠商事 15億 272万円
22 竹中工務店 13億9591万円
23 本田技研工業 13億7686万円
24 神戸製鋼所 13億2424万円
25 大成建設 13億2199万円
26 住友商事 12億5348万円
27 あおぞら銀行 12億4120万円
28 日本電気（ＮＥＣ） 12億3462万円
29 キリンＨＤ 12億1652万円
30 清水建設 12億1528万円

※１万円未満切り捨て

の
１
％
課
税
！　

そ

う
す
れ
ば
、
節
税
対

策
で
人
件
費
・
基
礎

研
究
費
・
開
発
費
・

設
備
投
資
を
ア
ッ
プ

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
30
年
も
の
日
本

の
衰
退
を
回
復
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

金
の
み
提
示
し

て
こ
の
会
社
は

危
な
い
と
は
判

断
し
な
い
。
同

時
に
資
産
も
提

示
し
て
併
せ
て

判
断
す
る
。
こ

会員無料。ご注文は、☎078－393－1807まで

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説

　税金・医療・介護・生活保護等、幅広く制度の内容に
ついて解説。協会も加入する兵庫県社会保障推進協議会
が隔年で発行しているものです。（発行：2024年12月）

「くらしと命を守るハンドブック」「くらしと命を守るハンドブック」
2024－2025年版 ご活用ください2024－2025年版 ご活用ください

大
好
評
！
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「マイナ保険証
　つくらないとダメ？」

マイナ保険証作成は任
意で登録解除もできる
ことや、今の保険証が
いつまで使えるかなど
を分かりやすく示した
リーフレットです。

ご注文は、☎078－393－1807まで
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発達障害はCommon Disease?
　発達障害とは、医学的にはDSM-
5 - T R の 神 経 発 達 症
（Neurodevelopmental Disorders）
のことで、六つの疾患が含まれま
す。本日は、知的障害（Intellectual 
Developmental Disorders）、自閉症
スペクトラム（Autism Spectrum 
Disorder）、 注 意 欠 如 多 動 症
（Attention Deficit/Hyperactivity 
Disorder）を中心に考えていきまし
ょう。
　今や発達障害は社会にも広く認知
され、有病率も5-10％と高く、標準
的な対応や有効な薬物治療が存在す
るCommon Disease（ありふれた病
気）となりつつあります。これから
の医療者は発達障害の知識を持ち、
対応することが求められていくでし
ょう。
　発達障害の大原則は、１）脳機能
に起因する個人の特性であり、２）
生まれつきと言えるくらい発達早期
に発症し、３）特性の強い人から弱
い人まで連続的に存在（スペクトラ
ム＝連続帯）し、４）その特性のた
めに社会的に問題を生じていること
です。発達障害を診療するときは、
親の育て方や本人の努力不足ではな
く「脳機能」の問題と捉えて接する
ことが大切です。
　発達障害には「人類の多様性
（neurodiversity）」という側面があ
り、必ずしも医療の介入が必要とは
限りません。しかし、「脳の特性」
のために失敗体験が重なり、周囲の
叱責を受け続けると、精神疾患（う
つ・不安等）や反社会的行動などの
二次障害につながるリスクがありま
す。
　発達障害診療では、早期発見・早
期介入で二次障害を防止することが
重要であり、その目的で５歳児健診
が始まろうとしています。

発達障害の診断をめぐる問題
　最近では、家族が診断基準をチェ
ックして「ADHDだから薬をくださ
い」と受診することがあります。抗
ADHD薬は、ADHDの中核症状（多
動・衝動・不注意）を減らすだけで
なく、社会適応機能の改善や成人後
の精神合併症の減少が証明されてお

り、非常に強力な治療手段の一つで
す。
　しかし、「多動・衝動・不注意」
を来す疾患はADHDだけではありま
せん。例えばアトピー性皮膚炎や睡
眠障害でも「多動・衝動・不注意」
が目立ちますし、自閉症スペクトラ
ムも幼少期は多動のことがありま
す。仮に診断基準を満たしても、診
断には身体疾患や不適切な養育、他
の発達障害や精神疾患を除外しなけ
ればいけません。同時に、診断基準
を満たさなくても発達障害に合致す
る「脳の特性」を持っているなら、
グレーゾーンとして発達障害に準じ
た対応が望まれます。

発達障害を診察するために
知ってほしいこと
　自閉症スペクトラムは「社会的コ
ミュニケーションおよび相互関係に
おける持続的障害＝空気が読めず、
コミュニケーションが苦手」と「限
局された反復する様式の行動・興味
・活動＝こだわり」を主症状とする
発達障害です。他の特性として、思
い込みが激しい（想像力の障害）こ
とや見通しを立てられない、聴覚や
触覚などの感覚過敏／鈍麻もありま
す。ASDの臨床像は幅広く、「自閉
症は100人診ないと分からない」と
言われています。
　発達障害の子どもは、診察や処置
に激しく抵抗します。それは上記の
ような特性に起因するもので、彼ら
なりの理由がありますから、無理に
押さえつけて診察をするのではな
く、表・図のような工夫をしてみま
しょう。もちろん、万能の方法はあ
りませんが、嫌な体験を最小限にし
て徐々に慣れてもらうようにしてく
ださい。また、こうした工夫は発達
障害の有無に関わらず、すべての子
どもに対して有効です。

見逃してはいけない知的障害
　知的障害も発達障害の一つで、軽
度から最重度まで４段階に分類され
ています。
　軽度知的障害とは、知能（全検査
IQ）の目安が50-70の子どもたちで
すが、日常会話は円滑で少し話した
くらいでは分かりません。
　軽度知的障害の子どもはまじめで

安房地域医療センター　小児科部長 市河　茂樹先生講演

発達障害はCommon Disease?
～発達障害対応のキホンから外来診療のリアルまで～

一生懸命でも、適切なサポート下で
の成長は知的障害がない子どもの２
分の１～３分の１、最終的な学力も
小学校３～６年生と言われていま
す。そのため、努力してもうまく行
かない経験が積み重なり、抑うつや
不安、ときには性被害や犯罪に利用
されるなどの二次障害を来すリスク
があります。
　逆に、家族や支援者が本人をよく
理解して、年齢よりも発達段階に応
じた課題を設定しながら育てると社
会生活に困らない学力を獲得できま
す。また本人の社会適応能力に応じ
て、自分の力で、あるいは福祉の力
を借りながら安定した幸せな生活を
送ることも可能です。軽度知的障害
は早期発見・介入で子どもの人生を
変えることができるので、見逃さな
いようにしましょう。

発達障害の子どもに一番必要なことは
　発達障害診療の目標は、自分の特
性を正しく理解・受容し、制御して
生きられるようになることです。そ
れまでには、思春期や家族関係の変
化、自立など様々な危機がありま
す。
　発達障害の子どもに一番必要なこ
とは、発達障害の専門的知識や薬物
ではなく、子どもをありのまま受け
入れて、一緒に悩んだり叱ったりし
て継続的にサポートしてくれる存在
です。多くの場合、それは家族です
から、私たち医療者は子どもと家族
の絆を最優先にして10年・20年とい
う期間で発達障害の子どもに向き合
っていくことが求められています。
（１月25日、第617回診療内容向上
研究会より）

表　発達障害の子どもを診察するときの工夫

図　発達障害の子どもの診察・処置は子どもの特性に応じた工夫を

１．見通しを持たせる
・ 絵や図などの視覚刺激を使って事前に説明する（当日の流れ、処置の内容や器
具、時間）

・ルーチンを作って慣れさせる　・鏡で処置を見せる
２．精神安定できるグッズを使う
・ 家族同席、ぬいぐるみなどお気に入りを持ち込む、iPadで好きな動画を流すなど
３．本人のペースを崩さない
・ 待ち時間を短くする　・説明の後、10-20秒ほど待つ、子どもから触ってもらう
・声掛けはCCQ（Calm/Close/Quiet：穏やかに／近づいて／静かに）
４．環境設定
・ 診察室にこだわらない（例：駐車場で注射する）
・刺激や物の少ない診察室にする
・処置は手早く終わらせる

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで 来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

https://tinyurl.com/bdfxe5em
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国際部オンラインセミナー

医療関係者のための「やさしい日本語」実地研修会
　最近外国の患者さんが増えています。やりとりに困った経験はあり
ませんか？　そんなときに役立つのが「やさしい日本語」です。実際
に外国の方とのロールプレイで、「やさしい日本語」を使った医療現
場のやり取りを学んでみましょう！　見学のみの参加も歓迎。お気軽
にご参加ください。

日　時　４月20日（日）14時～16時30分
会　場　オンライン＆協会会議室
対　象　医師・歯科医師、医療スタッフ
定　員　ロールプレイは20人定員。来場・オンライン合計・先着順

　オンライン（Zoom利用）による参加のお申し込みは
右の二次元コードもしくは下のアドレスからご登録くだ
さい。


